
三
家
の
歌
に
お
け
る
古
典
摂
取
の
様
相
と
変
遷
、

i
諸
歌
人
と
の
対
比
に
お
い
・
て
一

岩

崎

禮
 
太
 
郎

囎

 
中
世
の
初
頭
の
歌
壇
に
お
い
て
、
六
条
家
と
御
子
塗
家
と
は
激
し
く
対
立
し

て
い
た
が
、
六
百
番
歌
合
・
千
五
百
番
歌
合
を
め
ぐ
っ
て
、
六
条
家
は
御
子
左

下
に
敗
北
し
て
い
る
。

 
本
稿
で
取
り
上
げ
る
知
家
（
一
一
八
二
～
＝
一
五
八
）
は
、
六
条
家
の
顕
家

（
二
重
の
孫
）
の
子
息
で
あ
る
。
彼
の
歌
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
 
（
寛
喜
は
一
．

二
〇
五
）
に
は
一
首
だ
サ
入
益
し
て
い
る
。
知
家
は
や
が
て
御
子
詳
審
の
定
家

（一

齪
Z
二
～
＝
一
四
一
）
の
門
人
と
な
っ
て
そ
の
愛
顧
を
受
け
（
明
月
記
承

元
元
年
八
月
十
一
日
の
条
）
、
定
家
の
子
息
で
あ
る
為
家
（
一
一
九
八
～
一
二

六
五
）
と
も
親
し
く
、
定
家
が
単
独
で
撰
者
と
な
っ
た
『
新
勅
撰
和
歌
集
』

（
実
質
的
完
成
は
＝
一
三
五
）
に
は
十
二
首
も
採
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
）

ら
、
定
家
の
没
後
、
知
家
（
出
家
し
て
蓮
性
）
は
光
俊
（
出
家
し
て
真
観
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
3
）

（
＝
一
〇
三
～
＝
一
七
六
）
と
連
携
し
て
、
御
子
左
家
の
為
家
に
反
旗
を
ひ
る

が
え
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
宝
治
二
年
（
一
二
四
七
）
の
「
院
御
歌
合
」
に

お
け
る
為
家
の
判
に
不
服
で
あ
っ
た
主
家
は
、
『
蓮
性
陳
状
』
を
後
嵯
峨
上
皇

に
奉
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
為
家
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
、
こ
の
反
御
子
左
派
の
歌
風
の

特
質
の
一
つ
と
し
て
、
「
万
葉
を
か
な
り
尊
重
し
、
万
葉
歌
を
本
歌
に
取
る
場

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
4
）

合
の
多
か
っ
た
ご
と
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
本
稿
で
は
、
書
家
の
歌
に
お
け
る
古
典
摂
取
の
様

相
と
変
遷
と
を
、
建
保
期
・
貞
永
期
・
宝
治
期
に
わ
た
っ
て
考
察
し
て
み
た

い
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
申
世
初
頭
の
建
久
期
に
お
け
る
六
条
家
の
顕
昭
（
知

家
の
祖
父
重
家
の
弟
）
の
万
葉
摂
取
の
様
相
と
比
較
し
、
さ
ら
に
建
保
期
・
貞

永
期
・
宝
治
期
に
お
け
る
定
家
や
為
家
の
古
典
摂
取
の
様
相
と
比
較
し
な
が
ら

考
え
て
ゆ
き
た
い
。

二

 
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
六
条
家
の
顕
昭
の
万
葉
摂
取
に
対
す
る
態
度
か
ら
考
え
よ

う
。 

『
六
百
番
歌
合
」
 
（
詠
進
は
建
久
四
年
・
＝
九
三
で
、
判
進
は
そ
の
翌
年

か
）
に
継
る
顕
昭
の
万
葉
叢
歌
は
二
士
都
（
本
歌
取
7
。
万
葉
語
使
用

1
6
）
で
あ
っ
た
。
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知
家
の
歌
に
お
け
る
古
典
摂
取
の
様
相
と
変
遷



 
そ
の
中
に
、

 
入
日
さ
す
豊
旗
雲
も
何
な
ら
ず
罪
な
き
恋
の
比
し
晴
れ
ね
ば
（
恋
塚
・
宿
雲

 
恋
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ー
ー
 
 
隊
 
 
 
こ
よ
ひ

 
（
本
歌
）
万
葉
・
1
・
一
五
「
わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
日
強
し
今
夜
の

 
 
ぼ
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
（
6
）

 
 
月
夜
さ
や
か
に
照
り
こ
そ
」

 
鯨
と
る
か
し
こ
き
海
の
底
ま
で
も
君
だ
に
す
ま
ば
浪
路
し
の
が
む
（
恋
七
・

 
寄
海
恋
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
さ
な

 
（
本
歌
）
万
葉
・
1
3
・
三
三
三
九
「
…
…
煮
魚
取
り
海
ぢ
に
出
で
て
…
…
か

 
 
 
 
 
 
 
た
だ

 
」
し
こ
き
海
を
直
渡
ヴ
け
む
」

な
ど
が
あ
る
が
、
 
「
入
日
さ
す
…
…
」
の
歌
は
「
豊
旗
雲
な
ど
ご
と
ご
と
し
く

聞
ゆ
れ
ど
」
と
難
陳
を
受
け
、
 
「
鯨
と
る
…
…
」
の
歌
は
俊
成
か
ら
、
 
「
鯨
と

る
」
と
い
う
語
は
「
狂
歌
体
の
歌
」
 
「
い
と
お
そ
ろ
し
く
き
こ
ゆ
」
と
批
判
さ

れ
て
い
る
。
万
葉
語
と
い
う
特
異
性
ば
か
り
が
際
立
っ
て
、
一
首
全
体
の
調
和

 
（
7
）

を
乱
す
と
い
う
危
険
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
8
）
 
 
 
 
 
 
 
（
9
）

 
万
葉
語
を
摂
取
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
俊
成
は
『
六
百
番
歌
合
』
の
判
詞
に

お
い
て
、

 
「
万
葉
集
は
優
な
る
事
を
と
る
べ
き
な
り
と
そ
故
人
も
申
し
侍
り
し
」
 
（
春

 
上
・
元
日
宴
・
五
番
）

 
「
万
葉
集
に
も
と
り
出
で
て
宜
か
る
べ
き
事
層
詠
む
べ
き
な
り
」
 
（
冬
下
・

裳
・
二
十
番
）

と
述
べ
、
後
に
為
家
は
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-

万
葉
集
の
歌
な
ど
の
中
に
こ
そ
、
う
つ
く
レ
く
あ
り
ぬ
べ
き
事
の
な
び
や
か

 
に
も
く
だ
ら
で
、
よ
き
詞
わ
ろ
き
詞
ま
じ
り
て
聞
き
に
く
き
を
、
や
さ
し
く
'

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
0
1
）

 
し
な
し
た
る
も
、
珍
し
き
風
情
に
聞
ゆ
れ
。
 
（
「
詠
歌
一
体
」
 
「
古
歌
を
取

 
る
事
」
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
御
子
裏
家
の
歌
人
た
ち
は
、
雑
多
な
詞
の
混

じ
っ
た
万
葉
歌
か
ら
摂
取
す
る
に
あ
た
っ
て
、
 
「
優
し
く
し
な
し
」
て
「
珍
し

き
風
情
」
を
出
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
万
葉
語
を
一
首
の
申
に
十
分
に
生
か

す
こ
と
を
考
え
、
か
つ
実
践
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
六
条
家
と
御
子
左
家
と
が
激
し
く
対
立
し
て
争
っ
た
建
久
期
に
お
い
て
、
六

条
家
の
顕
昭
は
「
や
ま
と
歌
は
万
葉
を
本
体
と
侍
る
」
・
（
『
六
百
番
歌
合
』
三

七
・
寄
海
恋
・
七
番
の
『
陳
状
』
）
と
主
張
し
、
御
子
左
転
の
俊
成
は
「
歌
の

本
体
に
は
た
だ
古
今
集
を
仰
ぎ
信
ず
べ
き
こ
と
な
り
」
 
（
『
古
来
風
体
抄
」
初

謡
本
建
久
八
年
〔
一
｝
九
七
〕
）
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
歌
の

本
体
」
と
す
る
も
の
は
異
っ
て
い
た
が
、
御
子
左
家
の
俊
成
・
定
家
は
万
葉
集

に
も
関
心
を
寄
せ
、
万
葉
歌
か
ら
「
優
な
る
こ
と
」
を
摂
取
し
て
詠
ん
だ
歌
が

か
な
り
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
定
家
に
学
ん
だ
六
条
町
の
知
家
も
ハ
建
保

・
貞
永
期
に
は
、
古
今
集
を
は
じ
め
三
代
集
を
本
歌
と
し
て
詠
ん
だ
歌
が
か
な

り
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
こ
こ
に
、
建
久
期
以
降
の
百
首
お
よ
び
五
十
首
に
お
け
る
、
主
要
歌
人
の
万

葉
歌
を
ふ
ま
え
た
歌
の
数
を
〔
第
一
表
〕
 
〔
第
二
表
〕
と
し
て
掲
げ
る
。

（
「
万
葉
語
使
用
』
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、
本
歌
取
と
ま
で
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
万
葉
語
を
一

つ
だ
け
取
り
入
れ
た
歌
で
あ
る
。
）
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〔
第
一
表
〕
建
久
・
正
治
・
建
仁
期
に
お
け
る
、
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
た
歌

 
 
 
 
 
 
 
（
下
欄
の
数
字
は
計
を
示
す
。
以
下
同
じ
。
）

俊

成

定

家

家

隆

俊
成
女

顕

昭

万
葉
歌
の
本
歌
取

万
葉
早
使
用

同
右
本
歌
取

万
葉
語
使
用

同
右
本
歌
取

万
葉
語
使
用

同
月
本
歌
取

万
葉
語
使
用

同
門
本
歌
取

万
葉
副
使
用

一建合六

論明暮

三年首歌

2131

3、4

716

23

正
治
初
度

百
 
 
首

正
治
二
年

＝
一
〇
〇

1044

1044

千
五
百
番

歌
合
百
首

建
仁
元
年

一
二
〇
一

4495279

897016

知
家
の
歌
に
お
け
る
古
典
摂
取
の
様
相
と
変
遷

〔
第
二
表
〕
建
保
・
貞
永
・
宝
治
期
に
お
け
る
、
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
た
歌

島
家

家
隆

俊
成
女

亭
家

子
家

光
俊

行
能

範
宗

基
家

万
葉
歌
の
本
歌
取

万
葉
語
使
用

同
右
本
歌
取

万
葉
上
使
用

同
調
本
歌
取

万
葉
語
使
用

井
井
本
歌
取

万
葉
語
使
用

同
右
本
歌
取

万
葉
語
使
用

同
右
本
歌
取

万
葉
語
使
用

同
一
本
歌
取

万
葉
語
使
用

同
右
本
歌
取

万
葉
語
使
用

同
右
本
歌
取

万
葉
語
使
用

一過百内
二保 裏
一三 名
五年首所

181126

19126

171

18

／

／
317

、
4

7

道
助
法
親

王
五
十
首

承
久
二
年

一
二
二
〇

4り
O

2

45

／

／
／

3

3

211

31

洞
院
摂
政

家
百
首

貞
永
元
年

一
二
三
二

1

1

亭モ4窪A

428 B
ら22巳c

CBA27 32 16

24
6

（
注
 
1
2
）

 
 
2

 
 
36541145225

51151945

宝
治
二
年

院
百
首

一
二
四
八

4212 157154

062789

45

9
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三

 
建
保
三
年
の
「
内
裏
名
所
百
首
」
に
お
け
る
、
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
た
歌
を
見

る
と
、
定
家
で
は
干
九
首
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
六
条
家
の
知
家
の
十
八

首
よ
．
り
一
首
だ
け
多
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
3
）

 
こ
の
百
首
に
お
け
る
定
家
の
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
、

 
 
 
 
は

 
 
蝉
の
羽
の
衣
に
秋
を
ま
つ
ら
が
た
ひ
れ
ふ
る
山
の
く
れ
ぞ
涼
し
き
（
夏
・

 
 
松
浦
山
）

 
 
（
本
歌
）
万
・
5
・
八
六
八
「
松
浦
が
た
ざ
よ
ひ
め
の
子
が
ひ
れ
ふ
り
し

 
 
 
山
の
名
の
み
や
聞
き
つ
つ
を
ら
む
」

の
よ
う
に
、
優
な
み
歌
に
な
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
4
）

 
こ
の
百
首
に
お
け
る
知
家
の
、
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
た
歌
は
十
八
首
で
、
た
と

え
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
は
ら

 
 
か
ざ
し
折
る
跡
も
ふ
り
ゆ
く
三
輪
の
山
い
く
よ
檜
原
の
霞
み
き
ぬ
ら
む

 
 
（
春
二
二
輪
山
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
 
（
本
歌
）
万
・
7
・
＝
一
八
「
い
に
し
へ
に
あ
り
け
む
人
も
わ
が
ご
と

 
 
 
か
三
輪
の
檜
原
に
か
ざ
し
折
り
け
む
」

の
よ
う
に
、
優
な
る
歌
に
な
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
5
）

 
次
に
、
 
「
洞
院
摂
政
家
百
首
」
に
お
け
る
、
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
た
歌
を
見
る

と
、
定
家
に
お
い
て
は
急
に
減
じ
て
六
首
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

 
 
久
に
ふ
る
三
室
の
山
の
さ
か
き
ば
ぞ
月
日
は
ゆ
け
ど
色
も
か
は
ら
ぬ
（
祝
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
さ

 
 
（
本
歌
）
万
・
1
3
・
三
二
三
一
「
月
日
は
行
き
か
は
れ
ど
も
久
に
ふ
る
み

 
 
 
 
 
 
 
 
と
つ
み
や
と
こ
ろ

 
 
 
も
ろ
の
山
の
離
宮
地
ト

の
よ
う
に
、
．
優
な
る
歌
に
な
っ
て
い
る
。

 
次
に
、
こ
の
百
首
に
お
け
る
為
家
の
、
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
た
歌
は
五
首
で
あ

っ
て
、
た
と
え
ば
、

 
 
天
の
川
遠
き
渡
り
に
な
り
に
け
り
か
た
野
の
み
野
の
五
月
雨
の
こ
ろ
（
夏

 
 
・
五
月
雨
）
 
（
続
拾
遺
・
夏
・
入
集
）

 
 
（
本
歌
）
万
・
1
0
・
二
〇
五
五
「
天
の
河
遠
き
渡
り
は
な
け
れ
ど
も
君
が

 
 
 
ふ
な
で

 
 
 
桜
煮
は
年
に
こ
そ
侍
て
」

の
よ
う
に
、
万
葉
語
を
一
首
全
体
に
調
和
さ
せ
て
、
優
な
る
歌
に
し
て
い
る
。
．

 
次
に
、
こ
の
百
首
に
お
け
る
、
知
家
の
、
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
た
歌
は
十
一
首

で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、

 
 
恨
み
わ
び
か
き
も
や
ら
れ
ず
水
く
き
の
を
か
の
く
ず
原
か
へ
る
な
ら
ひ
に

 
 
（
後
朝
恋
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も

 
 
（
本
歌
）
万
・
1
2
・
三
〇
六
八
「
水
茎
の
岡
の
く
ず
葉
を
吹
き
か
へ
し
面

 
 
 
知
る
子
ら
が
見
え
ぬ
頃
か
も
」
古
今
・
恋
五
・
八
二
一
二
平
定
文
「
秋
風

 
 
 
の
吹
き
う
ら
覇
嶺
の
葉
の
う
ら
み
て
も
な
ほ
恨
め
し
き
か
な
」

の
よ
う
に
、
本
歌
の
言
葉
を
取
っ
て
、
そ
れ
を
一
首
全
体
に
調
和
さ
せ
て
、
優

な
る
歌
に
し
て
い
る
。

四

 
建
保
期
（
「
内
裏
名
所
百
首
」
）
・
貞
永
期
（
「
洞
院
摂
政
家
百
首
」
）
・

宝
治
期
（
「
宝
治
二
年
院
百
首
」
）
の
百
首
歌
に
お
け
る
定
家
・
為
家
・
知
家

の
古
典
摂
取
に
つ
い
て
、
そ
の
も
と
と
な
っ
た
古
典
別
に
調
査
す
る
と
、
〔
第
'

三
表
〕
の
よ
う
に
な
る
。
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〔
第
三
表
〕

定
 
家

為
 
家

内
裏
名
所
百
首

、
建
保
三
年

 
一
一
＝
五

三
 
葉

古
 
今

後
 
撰

拾
 
遺

後
拾
遺

金
 
葉

3 24 1936

 
 
 
 
 
 
1

（一

{
紀
伊
の
歌
）

伊
勢
物
語
 
 
5

源
氏
物
語
 
 
1

紫
式
部
日
記
．
-

更
級
日
記
 
 
1

／／
 
／

／／
 
／

／
／

／・

洞
院
摂
政
家
百
首

 
貞
永
元
年

 
 
＝
一
三
二

．
万
 
葉

古
 
今

後
 
撰

拾
，
遺

後
拾
遺

伊
勢
物
語

源
氏
物
語

3 15 65231

万
 
葉

古
 
今

後
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後
亀
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遺

後
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遺

伊
勢
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語

狭
衣
物
語

1 12 63211

知
家
の
歌
に
お
け
る
古
典
摂
取
の
様
相
と
変
遷

知
 
家

万
 
葉

古
 
今

後
 
三

一
拾
 
遺

後
拾
遺

一
新
古
今

（
重
之
の
歌
）

古
今
六
帖

伊
勢
物
語

源
氏
物
語

1 21 18461113

万
 
葉

古
 
今

後
 
撰

拾
-
遺

後
拾
遺

新
古
今

（
重
之
の
歌
）

3 20 11311

伊
勢
物
語
 
 
1

万
 
葉

古
 
四

二
 
遺

3 274

狭
衣
物
語
 
 
1

 
こ
の
〔
第
三
表
〕
を
見
る
と
、
墨
家
の
古
典
摂
取
の
上
に
大
き
な
変
化
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
建
保
期
と
貞
永
期
に
は
三
代
集
の
摂
取
が
多
か
っ
た

の
に
、
宝
治
期
に
な
る
と
急
に
そ
れ
が
減
じ
て
、
万
葉
歌
の
摂
取
が
急
増
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
上
家
は
定
家
の
教
え
を
受

け
、
定
家
に
目
を
か
け
ら
れ
、
新
古
論
集
に
は
一
首
の
入
集
で
あ
っ
た
が
、
新

勅
撰
集
に
十
二
首
撰
入
さ
れ
、
為
家
と
兄
弟
の
よ
う
に
親
し
く
交
わ
っ
て
い
た

 
（
治
承
和
歌
口
伝
）
こ
ろ
は
、
三
代
集
を
尊
重
し
て
、
本
歌
取
は
古
今
集
か
ら

の
も
の
が
最
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
定
家
の
没
（
一
二
四
一
）
し

て
後
は
、
三
代
集
を
絶
対
的
な
規
範
と
す
る
、
き
わ
め
て
保
守
的
な
為
家
の
歌

風
に
反
感
を
い
だ
き
、
四
光
俊
・
（
真
観
）
と
連
携
し
て
、
寛
元
四
年
（
＝
一
四

六
）
頃
か
ら
御
子
左
派
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
三
家
は
、
万

葉
集
を
尊
重
す
る
父
祖
の
家
学
に
目
ぎ
め
、
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
た
歌
が
急
激
に

，
増
加
す
る
と
と
も
に
、
三
代
集
か
ら
の
摂
取
が
急
激
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
と
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考
え
ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
（
1
6
）

 
「
宝
治
二
年
院
百
首
」
 
（
一
二
四
八
）
に
お
け
る
、
、
為
家
の
、
万
葉
歌
を
ふ

ま
え
た
歌
は
六
首
で
あ
る
。
 
（
古
今
集
か
ら
の
本
歌
取
は
十
二
首
あ
る
。
）
そ

の
六
首
を
あ
げ
る
と
s

 
 
い
つ
し
か
と
あ
ま
の
か
ぐ
山
を
り
は
へ
て
ほ
す
や
霞
の
春
σ
衣
手
（
春
・

 
 
山
斗
）

 
 
（
本
歌
）
万
・
r
・
二
八
「
春
過
ぎ
て
置
き
た
る
ら
し
白
た
へ
の
衣
ほ
し

 
 
 
た
り
天
の
香
具
山
」

 
 
と
き
つ
風
寒
く
吹
く
ら
し
か
す
ひ
潟
し
ほ
ひ
の
千
鳥
夜
は
に
鳴
く
な
り

 
 
（
冬
・
潟
千
鳥
）
 
（
続
古
今
・
冬
・
入
集
）

 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
し
ひ
が
た

 
 
（
本
歌
）
万
・
6
・
九
五
八
「
時
つ
風
吹
く
べ
く
な
り
ぬ
香
椎
潟
潮
干
の

 
 
 
浦
に
玉
藻
刈
り
て
な
」

 
 
み
っ
し
ほ
の
波
の
し
た
草
い
や
ま
し
に
み
ら
く
そ
人
の
と
ほ
ざ
か
り
行
く

 
 
（
寄
草
恋
）
 
（
新
千
載
・
恋
四
・
上
記
）

 
 
（
『
み
ら
く
し
の
用
例
は
万
葉
に
8
例
あ
り
、
勅
撰
集
で
ば
拾
遺
の
万
葉
歌
〔
坂
上
郎
女
の
歌
〕

 
 
1
例
の
後
は
続
古
今
の
定
家
の
歌
ま
で
用
例
な
し
。
）

 
 
四
つ
く
日
さ
す
や
む
か
ひ
の
岡
の
へ
に
み
か
く
れ
わ
た
る
露
の
玉
さ
さ

 
 
（
本
歌
）
万
・
1
6
・
三
八
二
〇
「
三
つ
く
日
さ
す
や
川
辺
に
つ
く
る
屋
の

 
 
か
た

 
 
 
形
を
よ
ろ
し
み
う
べ
よ
そ
り
け
り
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
ま

 
 
つ
ら
き
か
な
山
の
杣
木
の
わ
れ
な
が
ら
う
つ
す
み
な
は
に
ひ
か
ぬ
心
は

 
 
（
雑
・
杣
山
）
 
（
新
拾
遺
・
雑
煮
・
論
集
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
だ
ひ
と
 
 
一

 
 
（
本
歌
）
万
・
1
1
・
二
六
四
八
「
か
に
か
く
に
物
は
思
は
じ
飛
弾
人
の
打

 
 
 
つ
す
み
な
は
の
た
だ
一
道
に
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
よ

 
 
あ
き
つ
葺
く
に
つ
や
し
ろ
の
あ
き
ら
け
く
ま
も
り
は
ぐ
く
む
御
代
の
久
し

き
（
寄
社
祝
）

（
「
あ
き
つ
し
ま
」
の
用
例
は
、
万
葉
集
に
5
例
、

撰
集
に
は
用
例
が
な
い
。
）

日
本
書
紀
の
歌
に
1
例
あ
り
、
中
古
の
勅

 
次
に
、
 
「
宝
治
二
年
院
百
首
」
に
お
け
る
、
知
家
の
、
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
た

歌
は
、
二
十
七
首
と
い
う
多
数
に
の
ぼ
っ
で
い
る
。

 
そ
の
二
十
七
首
の
申
で
、
優
な
る
さ
ま
の
歌
に
し
て
い
る
も
の
が
二
十
二
首

あ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
の
歌
を
あ
げ
る
。

 
 
こ
ほ
り
せ
し
山
の
た
る
み
の
音
た
て
て
い
ま
春
雨
も
岩
た
た
く
な
る
（
春

 
 
・
春
雨
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
は
 
 
 
‘
た
る
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

 
 
（
本
歌
）
万
・
8
・
一
四
一
八
「
石
ば
し
る
垂
水
の
上
の
さ
わ
ら
び
の
萌

 
 
 
え
出
つ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
む
」

 
 
た
れ
し
か
も
雲
井
は
る
か
に
と
よ
国
の
ゆ
ふ
山
い
つ
る
月
を
み
る
ら
ん

 
 
（
秋
・
山
月
）
 
（
続
古
今
・
秋
上
・
入
集
）

 
 
（
参
考
歌
）
万
・
1
0
・
二
三
四
一
「
思
ひ
出
つ
る
時
は
す
べ
な
み
豊
国
の

 
 
直
撃
（
1
7
）
け

 
 
 
木
綿
山
雪
の
消
ぬ
べ
く
思
ほ
ゆ
」

 
 
い
な
み
の
の
あ
さ
ち
が
原
に
し
く
露
や
や
ど
か
る
月
の
夜
ど
こ
成
ら
ん

 
 
（
秋
勺
野
月
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
絵
み
の

 
 
（
本
歌
）
万
・
7
・
二
七
九
当
家
に
し
て
わ
れ
は
恋
ひ
な
む
印
南
野
の

 
 
 
あ
さ
ち
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
く
よ

 
 
 
浅
茅
が
上
に
照
り
し
月
夜
を
」

そ
の
他
の
該
当
の
歌
は
、
紙
幅
の
関
係
が
あ
る
の
で
、
知
家
の
歌
の
初
句
と
ハ

そ
の
歌
が
摂
取
し
た
も
と
の
歌
の
、
万
葉
集
に
お
け
る
歌
番
号
と
を
記
す
。

 
国
す
ら
が
（
一
九
一
九
）
あ
ま
人
も
（
三
六
〇
）
す
み
だ
川
（
一
〇
七
七
）

秋
は
い
ぬ
（
三
九
八
六
）
雲
の
上
に
（
八
〇
四
）
夕
波
の
（
三
五
〇
三
）
人
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＼

 
を
い
か
で
（
五
〇
二
、
五
一
三
）
駕
し
れ
ぬ
（
＝
六
二
）
涙
せ
く
（
拾
遣

 
七
〇
二
、
入
麿
）
過
ぎ
来
つ
る
（
三
〇
六
五
）
神
さ
ぶ
る
（
四
三
八
○
）
竹
．

 
の
葉
も
（
九
五
二
）
あ
は
し
ま
の
（
三
五
八
）
こ
よ
ひ
も
や
（
一
六
七
七
）
、

 
ふ
る
さ
と
と
（
一
＝
二
四
）
し
の
は
ら
や
（
七
）
け
ふ
く
れ
ぬ
（
＝
五

 
三
）
風
わ
た
る
（
三
五
八
）
代
々
か
け
て
（
一
＝
二
三
）

 
し
か
し
な
が
ら
、
右
と
は
違
っ
て
、
知
家
に
は
、
万
葉
歌
か
ら
摂
取
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
優
な
ら
ざ
る
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
歌
が
五
首
あ

る
。
そ
の
五
首
を
あ
げ
る
。

 
 
む
月
た
ち
春
に
は
な
り
ぬ
三
輪
山
の
杉
の
え
し
の
ぎ
朝
霞
せ
よ
（
春
・
山

 
 
霞
）

 
 
（
本
歌
）
万
・
5
・
八
一
五
「
む
つ
き
立
ち
春
の
き
た
ら
ば
か
く
し
こ
そ

 
 
 
 
 
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を

 
 
 
梅
を
招
き
つ
つ
楽
し
き
終
へ
め
」

こ
の
歌
は
、
万
葉
歌
か
ら
「
む
つ
き
た
ち
春
」
の
言
葉
を
取
っ
て
、
初
二
句
は

優
に
詠
ん
で
い
る
け
れ
ど
、
 
「
杉
の
え
し
の
ぎ
」
の
言
葉
が
一
首
全
体
の
調
和

を
乱
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
 
「
し
の
ぐ
」
は
万
葉
語
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば

 
 
 
 
す
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け

「
奥
山
の
菅
の
漏
し
の
ぎ
降
る
雪
の
消
な
ば
惜
し
げ
む
雨
な
降
り
そ
ね
」
 
（
万

・
3
・
二
九
九
）
に
お
い
て
は
、
雪
の
盛
ん
に
降
る
さ
ま
を
表
わ
し
て
効
果
的

で
あ
る
が
、
こ
の
知
家
の
歌
に
お
け
る
「
杉
の
え
し
の
ぎ
」
と
い
う
語
は
、
万
，

葉
語
と
い
う
特
異
性
の
み
が
目
だ
っ
て
、
 
「
朝
霞
せ
よ
」
に
か
か
る
言
葉
と
し

て
は
強
す
ぎ
て
一
首
の
調
和
を
破
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 
 
み
れ
ば
又
松
に
ひ
か
れ
て
い
や
と
し
に
さ
て
も
木
た
か
く
さ
け
る
藤
波

 
 
（
春
・
松
山
藤
）

 
 
（
参
考
歌
）
万
・
1
9
・
四
二
二
九
「
新
し
き
年
の
初
め
は
い
や
年
に
雪
踏

 
 
 
な
ら

 
 
 
み
平
し
常
か
く
に
も
が
」

三
家
の
歌
に
お
け
る
古
典
摂
取
の
様
相
と
変
遷

こ
の
歌
は
、
万
葉
歌
か
ら
「
い
や
年
に
」
を
取
っ
て
い
る
が
、
こ
の
万
葉
語
を

用
い
る
必
然
性
が
感
じ
ら
れ
ず
、
こ
の
語
の
万
葉
語
と
い
う
特
異
性
の
み
が
目

だ
ち
、
浮
き
上
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。
同
意
語
の
「
年
ご
と
に
」
が
、
勅
撰
集

で
は
、
古
今
3
例
、
後
者
に
1
例
、
拾
遺
に
4
例
、
後
拾
遺
に
牙
例
、
金
葉
に

3
例
、
新
古
今
に
1
例
と
い
う
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
場
合
も
そ
の

方
が
落
ち
着
い
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
 
さ
わ
た
川
水
の
心
も
あ
ら
は
れ
て
袖
つ
く
ば
か
り
ふ
れ
る
白
ゆ
き
（
冬
・

 
 
浅
雪
）

 
．
（
本
歌
）
万
・
7
・
＝
二
八
一
「
広
瀬
川
袖
つ
く
ば
か
り
浅
き
を
や
心
深

 
 
 
 
 
 
 
も

 
 
 
め
て
わ
が
思
へ
る
ら
む
」

こ
の
歌
に
お
い
て
は
、
「
袖
つ
く
ば
か
り
」
を
万
葉
歌
か
ら
取
っ
て
い
る
が
、

こ
の
語
句
が
全
く
晦
渋
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
本
歌
で
あ
る
万
葉
集
の
歌

は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
の
現
代
語
訳
に
よ
る
と
、
 
「
広
瀬
川
は
長
い
袖
が
水

面
に
つ
き
そ
う
な
（
歩
い
て
渡
れ
る
）
く
ら
い
浅
い
の
に
…
…
」
と
な
っ
て
い

る
。
万
葉
集
評
釈
（
窪
田
空
穂
氏
）
に
は
、
 
「
〈
袖
つ
く
ば
か
り
〉
は
浅
さ
を

具
体
的
に
現
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
状
態
が
は
っ
き
り
し
か

ね
る
う
ら
み
が
あ
る
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
塗
家
の
歌
は
、
自
由
な
表

現
を
目
ざ
し
て
、
着
想
の
奇
を
ね
ら
っ
て
本
歌
取
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
・

「
浅
雪
」
を
表
現
す
る
歌
と
し
て
、
全
く
晦
渋
な
歌
に
な
っ
て
い
る
。

 
 
回
し
ま
ま
に
床
も
は
な
れ
ぬ
つ
げ
枕
さ
れ
ど
も
人
は
行
ゑ
や
は
し
る
（
恋

 
 
・
寄
枕
恋
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
こ
 
へ

 
 
（
本
歌
）
万
・
1
1
・
二
五
〇
三
「
夕
さ
れ
ば
床
の
辺
去
ら
ぬ
つ
げ
枕
何
し

 
 
 
な
れ
 
ぬ
し

 
 
 
か
汝
が
主
待
ち
が
た
き
」

こ
の
歌
で
は
、
 
「
床
も
は
な
れ
ぬ
つ
げ
枕
」
の
語
句
は
ほ
と
ん
ど
万
葉
の
本
歌

（89）



の
ま
ま
で
あ
る
が
、
一
首
全
体
と
し
て
は
、
 
「
つ
げ
枕
」
と
「
人
」
と
を
対
照

的
に
と
ら
え
て
理
知
的
に
詠
む
と
い
う
趣
向
を
こ
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
歌
の
擬
人
的
表
現
に
情
感
が
こ
も
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
三
家
の
歌

は
下
の
句
の
表
現
が
粗
雑
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
百
首
に
お
け
る
「
三

舞
恋
」
題
に
つ
い
て
、
他
の
歌
人
の
歌
、

 
 
と
ど
め
ぼ
や
涙
の
み
を
の
う
き
枕
そ
を
だ
に
あ
り
し
か
た
み
ば
か
り
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
為
家

 
 
見
る
も
う
し
あ
り
し
夜
床
の
す
が
枕
な
が
く
や
人
に
お
き
わ
か
れ
け
ん

 
 
（
新
千
載
、
入
集
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
真
観

 
 
思
ふ
こ
と
枕
ば
か
り
は
し
る
な
れ
ば
か
か
る
涙
の
色
も
見
る
ら
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
俊
成
卿
女

と
比
べ
る
と
、
知
家
の
歌
は
情
感
が
稀
薄
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
 
さ
し
な
が
ら
千
代
も
や
へ
な
ん
朝
つ
く
ひ
む
か
ふ
つ
げ
く
し
ひ
さ
に
ふ
り

 
 
つ
つ
（
雑
・
正
日
祝
）

 
 
（
本
歌
）
万
・
1
1
・
二
五
〇
〇
「
朝
つ
く
日
向
ふ
つ
げ
く
し
ふ
り
ぬ
れ
ど

 
 
 
何
し
か
君
が
見
れ
ど
飽
か
ざ
ら
む
」

こ
の
歌
の
本
歌
取
は
、
万
葉
歌
の
相
聞
の
歌
を
祝
の
歌
に
変
え
て
い
る
点
に
お

も
し
ろ
い
趣
向
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
王
家
の
歌
に
お
い
て
、
 
「
朝

つ
く
日
」
は
「
向
ふ
」
の
枕
詞
で
あ
り
、
 
「
向
ふ
つ
げ
く
し
」
は
「
左
右
向
き

合
い
に
さ
す
つ
げ
く
し
」
の
意
で
、
 
「
く
し
」
は
古
く
な
り
や
す
い
の
で
「
ふ

る
」
の
序
詞
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
歌
は
、
歌
題
の
「
寄
口
祝
」

と
い
う
よ
り
は
、
「
櫛
に
寄
す
る
祝
」
の
歌
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
大
き
な
難
点
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
百
首
に
お
け
る
「
寄
日

誌
」
題
の
歌
で
、
他
の
歌
人
の
を
見
6
と
、
次
の
よ
う
に
歌
題
に
適
合
し
た
詠

み
方
に
な
っ
て
い
る
。

 
 
世
を
照
ら
す
よ
も
の
光
も
君
が
た
め
我
が
日
の
本
と
い
で
は
じ
め
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
為
家

 
 
あ
き
ら
け
き
時
代
と
誰
か
し
ら
ざ
ら
ん
と
よ
さ
か
の
ぼ
る
峰
の
朝
日
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
真
観

 
 
あ
ま
て
る
や
空
に
く
も
ら
ぬ
日
の
御
影
す
ま
ん
限
り
の
我
が
君
の
た
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
俊
成
卿
女

 
さ
き
に
〔
第
三
表
〕
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
知
家
は
、
和
歌
の
師
で
あ
る

定
家
の
生
存
中
は
、
御
子
左
家
の
方
針
に
従
っ
て
三
代
集
を
大
い
に
尊
重
し
、

三
代
集
か
ら
の
摂
取
が
万
葉
か
ら
の
摂
取
を
は
る
か
に
上
ま
わ
っ
て
い
た
の
で
，

あ
る
が
、
御
子
左
家
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
後
の
「
宝
治
二
年
院
百
首
」
に

お
い
て
は
、
各
家
は
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
た
歌
を
二
十
七
首
と
い
う
多
数
を
詠
ん

で
い
る
の
に
対
し
て
、
古
今
集
を
ふ
ま
え
た
歌
は
わ
ず
か
に
三
首
し
か
詠
ん
で

い
な
い
。
そ
の
三
首
を
あ
げ
る
。

 
 
む
月
た
ち
春
に
は
り
ぬ
三
輪
山
の
杉
の
え
し
の
ぎ
朝
霞
せ
よ
（
春
・
山

 
 
霞
）

 
 
（
本
歌
）
古
今
'
・
雑
読
・
よ
み
人
し
ら
ず
噛
「
わ
が
い
ほ
は
三
輪
の
山
も
と

 
 
 
恋
し
く
は
と
ぶ
ら
ひ
き
ま
せ
杉
立
て
る
門
」

 
 
 
万
葉
・
5
・
八
一
五
「
む
つ
き
立
ち
春
の
き
た
ら
ば
か
く
し
こ
そ
梅
を

 
 
 
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を

 
 
 
招
き
つ
つ
楽
し
き
終
へ
め
」

こ
の
歌
は
、
万
葉
歌
を
も
本
歌
と
し
て
い
る
が
、
古
今
集
の
歌
を
も
本
歌
と
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
は
ら

て
い
る
。
 
（
万
葉
集
で
は
「
三
輪
」
を
「
檜
原
」
と
共
に
詠
ん
で
い
る
。
 
「
三

輪
の
山
」
を
「
杉
」
と
共
に
詠
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
歌
の
本
歌
で
あ
る
古
今
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の
歌
が
初
め
で
あ
る
。
）
こ
の
歌
で
は
「
杉
の
え
し
の
ぎ
」
と
い
う
語
句
が
強

す
ぎ
て
、
一
首
全
体
に
調
和
し
て
い
な
い
感
が
あ
る
。

 
 
ほ
と
と
ぎ
す
く
べ
巷
よ
ひ
と
や
た
の
ま
ま
し
人
は
だ
れ
か
は
く
も
の
ふ
る

 
 
ま
ひ
（
夏
・
待
郭
公
）

 
 
 
（
本
歌
）
古
今
・
墨
滅
歌
．
・
衣
通
姫
「
わ
が
せ
こ
が
く
べ
き
宵
な
り
さ
さ

 
 
 
・
が
に
の
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も
」

こ
の
歌
は
、
 
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
「
人
」
と
を
対
照
さ
せ
、
本
歌
の
趣
向
を
取

り
入
れ
、
「
く
も
」
の
「
く
」
に
「
来
」
を
掛
け
た
技
巧
を
用
い
て
、
工
夫
を

こ
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、
 
「
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
」
と
い
う
語
句
も
、
本
歌
の

よ
う
に
詠
め
ば
効
果
的
に
「
わ
が
背
子
が
く
べ
き
宵
な
り
」
と
結
び
つ
き
、
待

恋
の
情
感
を
表
す
が
、
知
遇
の
歌
の
よ
う
に
下
句
を
「
人
は
だ
れ
か
は
く
も
の

ふ
る
ま
ひ
」
と
表
現
し
た
．
の
で
は
、
 
「
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
」
の
語
句
が
一
首
全

・
体
の
調
和
を
乱
し
て
い
る
。
こ
の
歌
は
、
趣
向
の
奇
抜
さ
に
走
り
過
ぎ
て
、
優

な
る
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
 
書
き
て
も
惨
め
は
し
げ
き
道
の
べ
に
草
葉
ぞ
は
や
く
霜
が
れ
に
け
る
（
冬

 
 
 
・
寒
草
）

 
 
 
（
本
歌
）
古
今
・
冬
・
源
宗
干
「
山
里
は
冬
ぞ
さ
び
し
さ
ま
さ
り
け
る
人

 
 
・
め
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば
」

こ
の
歌
は
、
本
歌
の
発
想
の
一
部
を
逆
用
す
る
と
い
う
趣
向
の
奇
を
ね
ら
っ
て

い
る
が
、
 
「
人
め
」
と
「
草
」
と
の
対
比
と
い
う
理
知
的
な
趣
向
に
主
眼
が
あ

り
、
一
首
全
体
と
し
て
情
感
の
薄
い
歌
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 
か
え
り
み
れ
ば
、
属
島
・
は
、
か
つ
て
、

、
内
裏
名
所
百
首

 
 
高
砂
の
松
は
変
ら
ぬ
み
ど
り
さ
へ
な
ほ
あ
ら
た
ま
る
春
の
一
し
ほ
（
春
・

知
家
の
歌
に
お
け
る
古
典
摂
取
の
様
相
と
変
遷

 
 
高
砂
）

 
 
（
本
歌
）
古
今
・
春
上
・
源
宗
干
「
と
き
は
な
る
松
の
み
ど
り
も
春
く
れ

 
 
 
ば
今
一
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り
」

 
 
山
風
に
花
や
ち
り
か
ひ
く
も
る
ら
む
月
さ
へ
か
す
む
志
賀
の
う
ら
な
み

 
 
（
春
・
志
賀
浦
）

 
 
（
本
歌
）
古
今
・
賀
・
業
平
「
桜
花
ち
り
か
ひ
く
も
れ
老
ら
く
の
こ
む
と

 
 
 
い
ふ
な
る
道
ま
が
ふ
が
に
」

洞
院
摂
政
家
百
首

 
 
か
よ
ひ
こ
し
里
は
ふ
し
み
の
秋
風
に
人
の
心
の
あ
れ
ま
く
も
を
し
（
浅
智
・

 
 
遇
恋
）
 
（
新
拾
遺
・
隠
釘
・
入
集
）

 
 
（
本
歌
）
古
今
・
雑
下
・
よ
み
若
し
ら
ず
「
い
ざ
こ
こ
に
我
が
世
は
へ
な

 
 
 
む
菅
原
や
伏
見
の
里
の
あ
れ
ま
く
も
を
し
」
9

 
 
待
ち
わ
び
ぬ
人
の
心
の
そ
ら
に
の
み
た
え
て
つ
れ
な
き
夕
ぐ
れ
の
雲
（
逢

 
 
不
遇
恋
）

 
 
（
本
歌
）
古
今
・
恋
二
・
忠
寄
「
風
吹
け
ば
嶺
に
わ
か
る
る
白
雲
の
た
え

 
 
 
て
つ
れ
な
き
君
が
心
か
」

の
よ
う
に
、
古
今
集
か
ら
の
本
歌
取
の
歌
を
優
な
る
さ
ま
に
詠
ん
で
い
た
の
で

あ
る
が
、
 
「
宝
治
二
年
院
百
首
」
で
は
、
全
く
変
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

五

 
知
家
の
歌
に
お
け
る
古
典
摂
取
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
光
俊
（
真

観
）
と
連
携
し
て
御
子
左
派
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
て
か
ら
、
そ
の
様
相
が
変

り
、
か
つ
て
の
古
典
摂
取
の
優
な
る
さ
ま
が
変
貌
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
為
家
の
歌
風
に
対
す
る
反
発
に
基
づ
く
対
抗
意
識
の
激
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（
1
8
）

し
さ
に
裏
打
ち
さ
れ
、
か
つ
、
表
現
の
自
由
を
求
め
る
あ
ま
り
に
、
趣
向
の
奇

に
傾
き
過
ぎ
、
ひ
た
す
ら
万
葉
語
を
取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
に
ば
か
り
心
を
用
．

い
た
た
め
に
、
歌
に
お
け
る
優
な
る
さ
ま
を
犠
牲
に
す
る
結
果
に
陥
っ
た
の
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

 
1
 
暦
仁
二
年
（
一
二
一
二
八
）
五
十
七
歳
の
と
き
出
家
。

 
2
 
嘉
禎
二
年
（
＝
一
三
六
）
三
十
四
歳
の
と
き
出
家
。

 
3
 
反
御
子
左
派
の
旗
上
げ
は
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
十
二
月
の
「
春

 
 
日
若
宮
歌
合
」
の
と
き
で
あ
る
。
御
子
左
派
と
反
御
子
左
派
と
の
対
立
・

 
 
抗
争
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏
「
真
観
を
め
ぐ
っ
て
i
鎌
倉
期
歌
壇

 
 
史
の
一
側
面
1
」
和
歌
文
学
研
究
、
第
四
号
、
昭
3
2
・
8
月
、
久
保
田

 
 
淳
氏
「
為
家
と
光
俊
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
3
3
・
5
月
。

．
4
 
福
田
秀
一
氏
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
」
八
一
ペ
ー
ジ
。

 
5
 
竹
下
豊
氏
は
「
晩
年
の
顕
昭
-
『
六
百
番
歌
合
』
を
中
心
と
し
て

 
 
i
」
に
お
い
て
、
 
「
一
首
中
、
万
葉
語
を
使
用
し
た
歌
は
三
十
八
首
」

 
 
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
 
「
本
稿
で
い
う
万
葉
語
と
は
、
 
『
万
葉

 
 
集
」
に
見
え
る
語
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
．
「
古
今
集
」
以
後
に
用
い
ら

 
 
れ
る
語
も
含
む
。
し
と
し
て
お
ら
れ
る
の
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
た
く

 
 
し
は
、
万
葉
語
を
、
万
葉
集
に
用
い
ら
れ
、
申
古
以
後
に
は
ほ
と
ん
ど
用

 
 
い
ら
れ
な
か
っ
た
語
と
考
え
て
取
り
上
げ
た
。

・
6
 
万
葉
集
の
歌
の
訓
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
必
要

 
 
に
応
じ
て
、
新
編
国
歌
大
観
の
訓
を
参
照
し
た
。
以
下
同
じ
。

 
 
 
新
編
国
歌
大
観
の
訓
は
「
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
ト
ヨ
ハ
タ
ク
モ
ニ
イ
リ
ヒ
サ
シ

 
 
コ
ヨ
ヒ
ノ
ツ
キ
．
ヨ
ス
ミ
ア
カ
ク
コ
ソ
」
 
（
西
本
願
寺
本
に
よ
る
訓
）
、

 
「
わ
た
つ
み
の
と
よ
は
た
く
も
に
い
り
ひ
さ
し
こ
よ
ひ
の
つ
く
よ
さ
や
け

 
く
あ
り
こ
そ
」
 
（
現
代
の
万
葉
研
究
の
立
．
場
で
最
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
新

，
訓
）
と
な
っ
て
い
る
。

7
注
5
の
論
文
。

8
 
俊
成
の
万
葉
集
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
（
久
保
田
淳
氏
『
新
古
今

 
歌
人
の
研
究
』
第
二
篇
第
三
章
第
二
節
に
詳
し
い
。

9
 
『
新
校
六
百
番
歌
合
」
 
（
小
西
甚
一
氏
編
）
に
よ
る
。

10
@
『
歌
論
集
e
、
中
世
の
文
学
」
 
（
久
松
潜
一
氏
編
校
）
所
収
の
『
詠

 
歌
一
体
（
甲
本
）
」
に
よ
る
。

11

@
こ
の
百
首
に
お
い
て
膨
隆
は
、
㈲
草
稿
的
性
格
を
有
す
る
「
前
宮
内
卿

落
素
百
首
」
を
作
り
、
次
に
⑬
東
北
大
本
「
家
郷
百
首
」
を
作
っ
た
。
更

 
に
改
編
精
選
し
て
㈲
私
家
版
決
定
稿
と
も
い
う
べ
き
「
玉
吟
集
百
首
」
と

 
し
た
。
片
野
達
郎
氏
・
安
井
久
善
氏
著
『
校
本
洞
院
摂
政
家
百
首
と
そ
の

 
研
究
』
一
＝
九
～
二
三
二
ペ
ー
ジ
。

12
@
百
首
の
う
ち
、
伝
わ
っ
て
い
る
六
十
三
首
に
つ
い
て
の
も
の
。

13
@
赤
羽
賢
主
編
『
藤
原
定
家
全
歌
集
」
に
よ
る
。

14

@
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
、
黒
川
本
」
を
底
本
と
し
、
 
「
曼
珠

院
本
」
 
「
選
奨
文
庫
本
」
「
東
大
本
」
 
「
内
閣
文
庫
本
」
を
参
照
し
た
。

15
@
注
1
1
の
書
に
よ
る
。

16
@
安
井
久
善
氏
編
著
『
宝
治
二
年
院
百
首
と
そ
の
研
究
」
に
よ
る
。
以
下

 
同
じ
。

 
 
ち
な
み
に
、
宝
治
二
年
（
＝
四
八
）
の
年
齢
は
、
為
家
5
1
、
知
家

 
6
7
、
光
俊
4
6
、
基
家
4
6
、
行
能
7
0
で
あ
っ
た
。
．

17
@
鈴
木
徳
男
氏
が
「
「
宝
治
百
首
」
に
つ
い
て
」
八
中
世
文
芸
論
稿
、
第
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・
六
号
、
昭
5
5
年
3
月
〉
に
お
い
て
㍉
 
「
『
万
葉
集
』
か
ら
の
本
歌
取
り
と

 
い
う
万
葉
受
容
の
典
型
が
、
宝
治
以
後
に
あ
ら
わ
れ
た
「
万
葉
の
名
所
と

り
て
よ
め
る
姿
」
を
庶
幾
す
る
彼
ら
の
詠
歌
態
度
で
あ
り
…
…
」
と
指
摘

 
し
て
お
ら
れ
る
。

18
@
反
御
子
左
派
の
歌
風
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
福
田
秀
』
氏
「
中
世
和
歌

史
の
研
究
』
八
一
ペ
ー
ジ
に
的
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（． 93 ）

三
家
の
歌
に
お
け
る
古
典
摂
取
の
様
相
と
変
遷


